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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
実
施
し

た
主
な
事
業
と
し
て
、
五
つ
の
民
間
保
育
所
が
行
う
施

設
の
新
築
・
増
改
築
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
4
月
か
ら
保
育
所
の
定
員
が
三
百
三
十

人
増
加
し
ま
す
。
通
院
医
療
費
の
支
給
を
小
学
3
年
生

ま
で
拡
大
し
、
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
る
小
規
模
企
業
者
の
事
業
経
営
に
必
要
な
融
資

制
度
の
新
設
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
川
越
ま
つ
り
は
、
前
年
を
五
万
人
上
回

る
八
十
万
六
千
人

の
人
で
に
ぎ
わ

い
、
11
月
に
開
催

し
た
「
小
江
戸
川

越
マ
ラ
ソ
ン

二
〇
一
〇
」
に
は

市
内
外
か
ら
お
よ

そ
九
千
人
の
皆
様

に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
県
が
発

表
し
た
「
商
店
街

通
行
量
調
査
」
で

は
、「
川
越
サ
ン

ロ
ー
ド
商
店
街
振
興
組
合
」「
川
越
新
富
町
商
店
街
振

興
組
合
」
が
一
位
と
二
位
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
皆
様

が
川
越
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
約
百
二
十

年
の
歴
史
を
持
つ
酒
蔵
を
改
装
し
た
産
業
観
光
館「
小こ

江え

戸ど

蔵く
ら

里り

」
が
昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
保
存
修
理
工
事
を
行
っ

て
い
た
川
越
城
本
丸
御
殿
が
、
3
月
に
は
い
よ
い
よ
新

た
な
姿
を
見
せ
る
予
定
で
す
。

　

本
年
も
市
民
生
活
を
第
一
に
考
え
つ
つ
、
川
越
な
ら

で
は
の
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
、
各
種
事
業
に
全
力
で

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
つ
の
基
本
姿
勢

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て「
改
革
」「
公
正
」

「
公
開
」
の
三
つ
の
基
本
姿
勢
に
よ
り
、
市
政
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
「
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
実
施
し
た
管
理
職
手

当
の
減
額
や
特
殊
勤
務
手
当
の
廃
止
・
見
直
し
、
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
職
員
給
与
の
改
定
に
よ
り
、
平
成
22

年
度
お
よ
そ
二
億
八
千
万
円
の
経
費
を
削
減
し
ま
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
限
ら
れ
た
財
源
を
選
択

新
春
を
迎
え
て

産業観光館（小江戸蔵里）
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と
集
中
に
よ
り
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
健
全

で
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
公
正
」
に
つ
い
て
は
、
公
正
で
公
平
な
市
政
を
実

現
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
立
場
や
視
点
か
ら
の
意

見
を
伺
う
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
や
、
高
校
生
・
大
学
生
の
皆
様
か
ら
意
見
を
伺

う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
角
度
で
、
よ
り
多
く

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
市
民
意
見
箱
な

ど
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、

公
正
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
「
公
開
」
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
方
や

外
部
有
識
者
に
市
の
事
業
に
つ
い
て
公
開
の
場
で
議
論

い
た
だ
く「
公
開
事
業
点
検
」

を
実
施
し
、
こ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
事
業
内
容
の
見
直
し

に
着
手
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
の
情
報

を
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や

す
く
、
か
つ
、
的
確
に
発
信

し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
の

情
報
の
共
有
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
も
、
こ
の
三
つ
の
基

本
姿
勢
を
崩
す
こ
と
な
く
、

市
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

　

平
成
23
年
度
か
ら
「
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
11
月
に
総
合

計
画
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
現
在
策
定
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
総
合
計
画

の
基
本
構
想
で
「
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
」
と
し
て

定
め
た
「
ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る　

い
き
い
き
川
越
」
の
実
現
に
向
け
、
平
成
23
年
度
は
次

の
三
点
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
一
に
「
未
来
に
つ
な
ぐ
ひ
と
づ
く
り
」
の
た
め
、

引
き
続
き
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
、
子
育
て
支
援
の

充
実
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
生
き
る
力
を
育
む
た
め

の
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
の
施
策

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
二
に
「
活
力
と
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
、
新
河
岸
駅
周
辺
や
川
越

駅
西
口
の
駅
前
広
場
、
骨
格

と
な
る
道
路
の
整
備
な
ど
の

都
市
機
能
の
充
実
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

交
通
円
滑
化
、
産
業
の
活
性

化
、観
光
施
策
の
推
進
な
ど
、

県
南
西
部
地
域
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
機
能
の
向
上
と

活
気
あ
る
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
三
に
「
快
適
で
安
心
で
き
る
く
ら
し
づ
く
り
」
の

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
安

全
安
心
の
確
保
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
耐
震
化
に

つ
い
て
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。（
仮
称
）大
東
市

民
セ
ン
タ
ー
や
な
ぐ
わ
し
公
園
温
水
利
用
型
健
康
運
動

施
設
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
新
斎
場
に
つ
い
て
は
、

建
設
予
定
地
の
決
定
を

含
め
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
急
激
に

変
化
す
る
社
会
経
済
状

況
に
適
切
に
対
応
し
つ

つ
、
有
効
な
施
策
を
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

「
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
川
越
」
を
目
指
し
て

　

特
色
を
生
か
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

中
で
、
国
と
地
方
の
役
割
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
自
主
性
と
自
律
性
の
高
い
市
政

運
営
に
努
め
、中
核
市
川
越
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
は
、
大
正
11
年
に
県
内
初
の
市
制
を
施
行

し
て
か
ら
、
九
十
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
記
念
事
業
な

ど
の
企
画
・
準
備
を
、
今
年
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
に「
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
川
越
」
を
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

次代を担う子供たち
（地域子育て支援センター）
次代を担う子供たち

（地域子育て支援センター）

公開事業点検の様子公開事業点検の様子

川越駅西口駅前広場川越駅西口駅前広場



20
歳
に
な
っ
た
ら「
国
民
年
金
」

市
民
課
国
民
年
金
担
当
L
2
2
4
︲
5
7
6
4

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
の
制

度
で
す
。
ま
た
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
が
支
給
さ

れ
、
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、

老
後
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

年
金
額
が
低
く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
が
残
っ
た
際
の
障

害
基
礎
年
金
も
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
保
険
料
の
ま
と
め
て
の
引
き
落
と

し
や
、
該
当
月
の
月
末
に
引
き
落
と
し
に

す
る
と
、
納
付
書
で
の
納
付
よ
り
も
割
り

引
き
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
の
申
し
込
み
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
物
・
通
帳
・
印
鑑
を
持
参
し
て
、
金

融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度（
納
付
猶
予
）や
、
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
就
職
し
て
い
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

市
民
税
課
個
人
住
民
税
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
4
0

　

給
与
支
払
時
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し

て
い
る
事
業
主
は
、
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
に
は
、
昨
年
一
年
間
に
支
払
っ

た
給
料
・
賞
与
な
ど
、
す
べ
て
の
給
与
支

払
金
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。提
出
は
、

従
業
員
が
平
成
23
年
1
月
1
日
現
在
に
住

ん
で
い
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村
長
あ

て
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
中
に
退
職
し
た
方
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
提
出
が
必
要
で
す
。

＊
給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
が
な
い
方

は
、
こ
の
報
告
書
が
事
業
所
か
ら
提
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
・
県
民
税
の
申
告

を
済
ま
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

提�

出
期
限
…
1
月
31
日
㈪

提
出
場
所
…
市
民
税
課（
本
庁
舎
二
階
）

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
　
文
化
財

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
︲
6
0
9
7

　

市
内
に
は
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
人
類
共
通
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文

化
財
を
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
せ
た
大
き
な
責

務
で
す
。

　

1
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」。

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
文
化

財
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
…
1
月
26
日
㈬
、
午
後
1
時
30
分
～

会�

場
…
喜
多
院
・
仙
波
東
照
宮
・
日
枝

神
社（
小
仙
波
町
一
丁
目
）

＊
8
・
9
ペ
ー
ジ
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
業
者
の
登
録
申
請

契
約
課
L
2
2
4
‐
5
6
3
2

　

平
成
23
年
度
・
同
24
年
度
に
市
が
発
注

す
る
業
務
請
負
、
物
品
購
入
な
ど
の
入
札

参
加
業
者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対�

象
業
種
…
維
持
管
理
業
務
、物
品
納
入
、

建
設
資
材
納
入

日�

時
…
１
月
11
日
㈫
～
21
日
㈮
、
午
前
9

時
～
11
時
▼
午
後
1
時
～
4
時

会
場
…
3
A
会
議
室（
本
庁
舎
三
階
）

＊
提
出
書
類
な
ど
は
、
契
約
課（
本
庁
舎

三
階
）で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

名
称

納
期
限

問
い
合
わ
せ

市
県
民
税（
第
4
期
）

1
月
31
日

収
税
課
収
税
管
理
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
8
6

国
民
健
康
保
険
税（
第
7
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
7
期
）

医
療
助
成
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
7
期
）

介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

喜多院喜多院



倒
産
防
止
共
済
の
加
入
に
補
助

緊
急
地
域
経
済
対
策
室
L
2
2
4
︲
6
1
9
1

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
が
運
営
す
る
「
中
小
企
業
倒
産
防
止
共

済（
経
営
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
共

済
）」
に
新
た

に
加
入
し
た
中

小
企
業
者
に
対

し
、
掛
金
の
一

部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
…
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
事
業
所

①�

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
一
年
以
上
の

事
業
実
績
が
あ
る

②�

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
同
23
年
2
月

28
日
ま
で
に
加
入
し
て
い
る

③
納
期
到
来
の
市
税
を
完
納
し
て
い
る

④�

こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
た
こ
と
が
な
い

補
助
額
…
掛
金
月
額
の
一
か
月
分

提
出
書
類

❶�

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
加
入
促

進
補
助
金
交
付
申
請
書

❷�

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
契
約
申
込
書

の
写
し

❸�

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
契
約
締
結
証

書
の
写
し

❹�

通
帳
の
写
し
な
ど
、
共
済
掛
金
の
納
付

が
確
認
で
き
る
も
の

❺�

直
近
の
事
業
年
度
分
法
人
市
民
税
ま
た

は
平
成
22
年
度
分
個
人
市
民
税
の
納
税

が
確
認
で
き
る
物（
領
収
書
・
納
税
証

明
書
な
ど
）

申�

し
込
み
…
2
月
1
日
㈫
～
28
日
㈪
に
緊

急
地
域
経
済
対
策
室（
東
庁
舎
一
階
）

＊
❶
の
申
請
用
紙
は
、同
室
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

吸
込
下
水
槽
の
清
掃
に
補
助

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

　

下
水
道
未
整
備
地
域
に
住
ん
で
い
る
方

が
、
生
活
雑
排
水
の
吸
込
下
水
槽
を
清
掃

し
た
と
き
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

申
請
回
数
…
年
度
内
三
回
ま
で

申
請
期
間
…
清
掃
完
了
後
、
二
か
月
以
内

補�

助
額
…
一
回
に
つ
き
四
千
六
百
円
ま
で

申�

請
方
法
…
資
源
循
環
推
進
課（
資
源
化

セ
ン
タ
ー
二
階
）・
出
張
所
に
あ
る
申
請

書
と
必
要
書
類
を
同
課
ま
た
は
出
張
所

＊
申
請
時
に
金
融
機
関
の
口
座
番
号
と
印

鑑
が
必
要
で
す
。

＊
掘
り
替
え
・
改
造
に
対
す
る
補
助
金
も

あ
り
ま
す
。

統一地方選挙のお知らせ
選挙管理委員会事務局L224－6120

　埼玉県議会議員選挙・川越市議会議員選挙の日程

は、下記のとおりです。

埼玉県議会議員一般選挙
告示日…4月1日㈮

投票日…4月10日㈰

立候補届出日…4月1日㈮

川越市議会議員一般選挙
告示日…4月17日㈰

投票日…4月24日㈰

立候補届出日…4月17日㈰

立候補予定者説明会
日時…2月7日㈪、午後1時30分～

会場…7AB 会議室（本庁舎7階）

＊説明会の出席者は、1候補者につき3人以内に

してください。

＊来庁の際は、なるべく公共交通機関をご利用く

ださい。

	 5	 広報川越№1238・2011.1.10

県の選挙統一キャラクター
「選挙くん」

観光課L224－5940市村正親さんトークショーNHK 大河ドラマ
「江

ごう

　姫たちの戦国」出演

　平成23年 NHK 大河ドラマ「江」に明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

役

で出演する（7ページをご覧ください）、川越出身

の俳優・市
いち

村
むら

正
まさ

親
ちか

さんのトークショーを開催し

ます。当日は、ドラマの見どころ、ふるさと川越

への思いなどを語っていただきます。

出演　市村正親さん
　　　屋

や

敷
しき

陽
よう

太
た

郎
ろう

さん（「江」チーフ・プロデューサー）

＊来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

日�時…2月9日㈬、午後6時～7時30分（開場＝午

後5時）

会場…やまぶき会館

定員…450人（抽選・全席自由）

申�し込み…往復ハガキ（1人1枚）に催し名・住所・

氏名（2人まで記入可）・年齢・電話番号を明

記し、1月20日㈭（消印有効）までに〒350－

8601川越市役所観光課
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市立美術館L228－8080木版画家　内田静馬　素朴美へのまなざし

　川越とゆかりの深い版画家・内
うち

田
だ

静
しず

馬
ま

（1906年～2000年）

の没後10年を経て、全国で初めての大規模な回顧展を開催

します。

　現在の桶川市に生まれた静馬は、旧制川越中学校（現・県

立川越高校）、旧東京高等工芸学校（現・千葉大学）を卒業し、

1928年（昭和3年）、第6回春陽会展への入選を機に、版画

家としての道を歩み始めます。第二次世界大戦により一時

は制作の中断を余儀なくされますが、戦後の混乱が落ち着

いたころには再開し、日本版画会を中心に晩年まで精力的

に作品を発表し続けました。

　静馬が題材として好んだのは、日常的な静物や身近な風

景、大津絵や絵馬など、身の回りにあふれる素朴な「美」で

した。本展では、数多い遺作から約150点を厳選し、静馬

の永年にわたる画業の全ぼうを紹介します。

観�覧料…500円（400円）▶大学生・高校生＝250円（200円）
▶中学生以下・障害者手帳持参の方＝無料

＊（ ）内は20人以上の団体料金。

休館日＝月曜日1月29日㈯～3月13日㈰

《大正初期の洋館》1973年

子
育
て
情
報
メ
ー
ル
の
配
信
を
開
始

子
育
て
支
援
課
L
2
2
4
‐
5
8
2
1

■
注
意
事
項

①�

配
信
す
る
情
報
を
種
類
ご
と
に
複
数
選
択

し
、
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
情
報

ご
と
に
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
た
め
、
同
時

期
に
複
数
の
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

＊
受
信
す
る
情
報
を
変
更
し
た
い
場
合
、
一

度
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
を
解
除
し
、
再
度

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

登
録
料
・
情
報
提
供
料
は
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
メ
ー
ル

受
信
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
申
し
込
み

①
登
録
す
る
前
に
必
要
な
こ
と

　

必
ず「
利
用
規
約
」
と「
登
録
の
流
れ
」
を

読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

登
録
申
し
込
み
を
し
た
方
は
、
利
用
規
約

に
同
意
し
た
と
見
な
し
ま
す
。

　

利
用
規
約
・
登
録
の

流
れ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
」
の
ペ
ー
ジ
ま

た
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
検
索
で
き
ま
す
。

②
仮
登
録
・
本
登
録

　

画
面
表
示
に
従
っ
て
、
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
方
の
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
に
、
市
の
子
育
て
支
援
関
連
情
報

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

■
登
録
開
始
日

　

１
月
11
日
㈫
。

■
配
信
開
始
日

　

１
月
25
日
㈫
。

■
配
信
す
る
時
間
帯

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
。

■
配
信
す
る
情
報

○
手
当
手
続
き

○
児
童
館

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
公
民
館
サ
ロ
ン

○
講
座
・
イ
ベ
ン
ト

○
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー（
健
診
・
予
防
接
種
な
ど
）

○
そ
の
他
子
育
て
関
連

■
メ
ー
ル
配
信
を
受
け
る
た
め
に
は

　

メ
ー
ル
送
受
信
が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
・
携

帯
電
話
・
P
H
S
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

機
種
に
よ
り
操
作
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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12
月
3
日
、
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー

で
の
収
録
は
、
光
秀
が
本
能
寺
で
信
長
を

討
ち
、
そ
れ
を
確
か
め
る
場
面（
第
五
回

放
送
予
定
）で
し
た
。
こ
の
日
で
撮
影
を

終
え
た
市
村
さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。

¦
今
回
の
ド
ラ
マ
の
見
ど
こ
ろ
は
？

市
村
さ
ん
　
ド
ラ
マ
で
は
信の

ぶ

長な
が

、
秀ひ

で

吉よ
し

、

家い
え

康や
す

が
す
ぐ
近
く
に
い
る
ん
で
す
。
何
と

い
う
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
実
感
し
ま

し
た
。
そ
の
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
光
秀

に
な
り
、
ま
る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ

て
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
よ
う
な
気
分
で

し
た
ね
。
今
回
は
、
信
長
を
討
っ
た
も
の

の
、「
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
自
分
で
も
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
部

分
が
あ
る
、
新
し
い
「
光
秀
」
を
作
り
上

げ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

¦
市
村
さ
ん
に
と
っ
て
川
越
と
は
？

市
村
さ
ん
　
ふ
る
さ
と
で
す
。
子
供
の
こ

ろ
は
、
喜
多
院
や
成
田
山
の
境
内
で
よ
く

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
友
人
を
川
越
に
案
内
す
る
と
、
ど
こ
に

連
れ
て
行
っ
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
す
。
見
ど
こ

ろ
の
あ
る
ま
ち
で
す

ね
。
川
越
ま
つ
り
も
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

¦
川
越
の
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
、
変
わ
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
？

市
村
さ
ん
　
人
が
増
え

ま
し
た
ね
。
通
り
や
景

色
な
ど
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
が
多
い
中
で
、
三
芳
野
神
社
や
富
士
見

や
ぐ
ら
な
ど
は
、
昔
の
ま
ま
で
す
ね
。
そ

れ
に
、
変
わ
ら
な
い
の
は
、
幼
な
じ
み
や

同
級
生
た
ち
が
元
気
で
、
帰
る
と
喜
ん
で

迎
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

¦
川
越
の
皆
さ
ん
へ
ひ
と
言

市
村
さ
ん
　
川
越
で
は
、
皆
さ
ん
気
軽
に

「
市
村
さ
ん
」と
、声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

ど
こ
へ
行
っ
て
も
知
り
合
い
が
い
る
と
い

う
感
覚
に
な
れ
る
の
が
、
う
れ
し
い
で
す

ね
。
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良

い
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

市村正親さんの著書『ステーキの横のクレソン』（サイン入り）を抽選で３人にプレゼント
小江戸川越観光キャッチフレーズ　「 ○　薫るまち　川越 」
応募方法…ハガキに○に入る漢字１字と住所・氏名を明記のうえ、1月25日㈫（消印有効）までに下記問い合わせ先
問い合わせ…㈳小江戸川越観光協会K227－8233・〒350－0062 川越市元町2丁目1－10（川越まつり会館内）
＊発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

●放送日時…日曜日▶ NHK総合・午後8時～ ／ NHK BShi・午後6時～ ／ NHK BS2・午後10時～

第1回 1月  9日㈰ 「湖国の姫」
第2回 1月16日㈰ 「父の仇」
第3回 1月23日㈰ 「信長の秘密」
第4回 1月30日㈰ 「本能寺へ」
第5回 2月  6日㈰ 「本能寺の変」
第6回 2月13日㈰ 「光秀の天下」

市
村
正
親
さ
ん

　
俳
優
。
川
越
市
出
身
。
小
江
戸
川
越
大
使
。
元
劇

団
四
季
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
で
、
退
団
後
は
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
舞
台
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
中
で
す
。

　
自
分
を
「
太
陽
の
光
を
浴
び
て
変
化
す
る
月
の
よ

う
な
役
者
」
と
表
現
す
る
市
村
さ
ん
は
、「〝
太
陽
”

の
信
長
に
対
し
、
光
秀
の
〝
月
”
の
よ
う
な
部
分
を

ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
太
陽
と

月
は
、
ま
さ
に
『
ス
テ
ー
キ
の
横
の
ク
レ
ソ
ン
』
に

も
通
じ
る
部
分
。
先
日
発
行
さ
れ
た
同
名
の
著
書
に

は
、
川
越
や
舞
台
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
描
か
れ
、

何
事
に
も
前
向
き
な
市
村
さ
ん
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

　信長の妹・お市
いち

の方の三女にして、
徳川二代将軍・秀

ひで

忠
ただ

の正室、三代将軍・
家
いえ

光
みつ

の生母「江」。江戸城に大奥を作
り上げるまでの波乱と苦難の連続に
満ちた生涯を描きます。
原作・脚本＝田渕久美子　出演＝上野樹里 ほか

　
今
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
江ご

う

　
姫
た
ち
の
戦
国
」
は
、

一
九
八
九
年
の「
春か

す
が
の
つ
ぼ
ね

日
局
」、
二
〇
〇
〇
年
の「
葵

あ
お
い 

徳
川
三
代
」
と

同
様
、川
越
ゆ
か
り
の
時
代
劇
で
す
。
明あ

け

智ち

光み
つ

秀ひ
で

役
で
登
場
す
る
、

川
越
市
出
身
の
俳
優
・
市い

ち

村む
ら

正ま
さ

親ち
か

さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ひま
ちと
「
江ご

う

」
と
川
越
　
ひ
と
編

市
村
正
親
さ
ん
に
聞
く



　

天て
ん

正
し
ょ
う

十
八
年（
一
五
九
〇
）、
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

の

江
戸
入

に
ゅ
う

封ほ
う

に
伴
い
、
重
臣
が
配
さ
れ
た
川
越
。

　

江
戸
城
北
辺
の
守
り
で
あ
り
、
豊
富
な
物
資

の
供
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
川
越
に
は
幕

府
の
要
職
に
つ
い
た
大
名
が
藩
主
と
な
る
な

ど
、幕
府
と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寛か
ん

永え
い

十
五
年（
一
六
三
八
）の
川
越
大
火
で

は
、
城
内
・
城
下
の
多
く
の
建
物
を
焼
失
し
ま

し
た
。
徳
川
家い

え

光み
つ

は
、
江
戸
城
紅
葉
山
に
あ
っ

た
別
殿
を
喜
多
院
に
移
築
、
ま
た
、
仙
波
東
照

宮
の
再
建
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

川
越
は
、
江
戸
城
内
に
あ
っ
た
建
物
が
残
る

ま
ち
。
江
が
生
き
た
時
代
の
建
築
を
近
く
に
見

て
、歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。
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八坂神社 社殿 （氷川神社境内）

　江戸城の天守閣台東照宮として建てら
れ、寛永14年（1637）に江戸城二の丸東照
宮として移されました。その後、空宮と
なったため明暦2年（1656）川越城内三芳
野神社の外宮として同神社の南に移
築されました。現在の社殿は、明
治5年（1872）に氷川神社の境内
に移されたものです。

「
江ご

う

」
の
時
代

一
五
七
三

江
、
生
ま
れ
る

一
五
八
二

本
能
寺
の
変

母
の
市
、
柴
田
勝
家
に
嫁

ぐ
。
三
姉
妹
も
勝
家
居
城

（
越
前
・
北
ノ
庄
城
）へ
移
る

一
五
八
三

勝
家
、秀
吉
に
敗
れ
る
。市
、

勝
家
と
と
も
に
自
刃
。
三

姉
妹
は
、
秀
吉
に
引
き
取

ら
れ
る

一
五
八
四

江
、
尾
張
国
大
野
城
主
・

佐
治
一
成
に
嫁
ぐ
も
、
短

期
間
で
離
縁

一
五
九
〇

酒
井
重
忠
、
川
越
に
入
封

一
五
九
二

江
、
秀
吉
の
甥
、
羽
柴
秀

勝
に
嫁
ぐ
。
秀
勝
、
朝
鮮

で
病
死

一
五
九
五

江
、
徳
川
秀
忠
に
嫁
ぐ

一
五
九
九

天
海
、
喜
多
院
に
住
持

一
六
〇
〇

関
ヶ
原
の
戦
い

一
六
〇
三

徳
川
家
康
、
江
戸
に
幕
府

を
開
く
。
江
と
秀
忠
の
長

女
・
千
姫
、
秀
吉
の
子
・

秀
頼
に
嫁
ぐ

一
六
〇
四

家
光
、
生
ま
れ
る

一
六
〇
五

秀
忠
、
第
二
代
将
軍
と
な

る

一
六
一
四

大
坂
冬
の
陣

一
六
一
五

大
坂
夏
の
陣

一
六
一
七

喜
多
院
に
て
家
康
の
供
養

を
行
う

一
六
二
三

江
と
秀
忠
の
長
男
・
家
光
、

第
三
代
将
軍
と
な
る

一
六
二
五

家
光
、
川
越
で
鷹
狩
り
を

行
う

一
六
二
六

江
、
江
戸
城
に
て
没
す

一
六
三
三

天
海
、
仙
波
東
照
宮
創
建

一
六
三
八

川
越
大
火

江
戸
城
紅
葉
山
か
ら
喜
多

院
へ
客
殿
・
書
院
・
庫
裏

を
移
築

　天井板に
描かれた草
花の絵は江
戸初期のも
のです。黒
漆
しっくい

喰と極彩
色仕上げの

室内は、江戸城内の建築にふさわ
しい華やかなもの。
　また、江戸城内の数少ない宗教
的建築物の遺構として、歴史的価

値は高く評価されています。

●�神社の行事によっては、ご覧いただけ
ないことがあります。

社殿内部
＊

県指定文化財

ひま
ちと
「
江ご

う

」
と
川
越
　
ま
ち
編

川
越
の
建
築
に
見
る
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　この建物が江戸城にあったころ、三代
将軍徳川家光がここで生まれたといわれ
ています。天井に彩色による81枚の花
模様を見ることができます（表紙写真）。

家光誕生の間（喜多院客殿内）＊

　家光の乳母・春
かすがのつぼね

日局が使用していた部
屋。8畳2室、12畳2室があります。春
日局の父・斉

さ い

藤
と う

利
と し

三
み つ

は、明智光秀の重臣
といわれています。

春日局化粧の間（喜多院書院内）＊

　寛永9年（1632）に天海僧正により建
立されました。4本の柱の上に屋根が乗
る四脚門の形式。川越大火の焼失を免れ、
喜多院では現存する最古の建物です。

喜多院 山門

　寛永10年（1633）に創建。川越大火に
より焼失したため、家光の命により川越
藩主堀

ほ っ

田
た

正
ま さ

盛
も り

が再建に着手。寛永17年
（1640）に完成。

仙波東照宮 本殿＊

　桁行（けたゆき）8間、梁間（はりま）5間（1間
＝約1.8メートル）の単層入母屋造りで柿葺（こ
けらぶき）。12畳半2室、17畳半2室、10畳2
室があります。12畳半のうち一室が上段の間。
湯殿と厠（便所）も設けられています。

喜多院 客殿＊

■喜多院の観覧は有料です（1月8日まで観覧は休み）。
　開館時間＝午前8時50分～午後4時（日曜日・祝日は午後4時20分まで）

客殿と書院に続く庫裏は、 桁行10間、梁間4間
の単層。一端は入母屋造り、他の端が寄棟造り
になっています。屋根は、すべて栩葺（とちぶき）
形銅板葺（移築時は栩葺）。母屋には、一部に中
2階があります。

喜多院 庫
く

裏
り

　客殿に接続する書院は、桁行6間、梁間5間、
単層の寄棟（よせむね）造りで柿葺。枯山水の庭
に面しています。一部に中2階があります。

喜多院 書院＊

重要文化財

重要文化財

重要文化財

重要文化財

重要文化財
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児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
⑧

地
域
教
育
支
援
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
6

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
学
ん
で
考
え
た
こ
と
③

高
階
中
学
校
　
一
年

　

二
〇
〇
八
年
、
政
府
は
ア
イ
ヌ
民
族
を

先
住
民
と
し
て
認
め
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
た
ち
が
長
い
間
努
力

し
て
き
て
、
や
っ
と
認
め
て
も
ら
え
た
の

で
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
差
別
は
消
え
て
は
い
ま

せ
ん
。
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
て
き
た
民
族
で
す
。
と
て
も
強
い

心
を
持
っ
た
民
族
で
す
。
だ
か
ら
、
今
守

っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
が
認
め
ら

れ
、
そ
し
て
強
い
心
と
誇
り
を
持
っ
て
い

る
民
族
の
人
た
ち
が
二
度
と
つ
ら
い
思
い

を
し
な
い
よ
う
な
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

私
も
北
海
道
で
生
ま
れ
、
三
年
間
北
海

道
で
育
ち
ま
し
た
。
私
は
北
海
道
が
大
好

き
で
す
。
た
と
え
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
一
員

で
な
く
て
も
。
今
で
も
残
っ
て
い
る
ア
イ

ヌ
民
族
の
差
別
を
な
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
文
化
が
守
ら
れ

る
よ
う
な
世
界
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

母
に
そ
の
話
を
し
た
ら
「
私
も
北
海
道

が
大
好
き
だ
よ
。
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
た

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
こ
と
も
好
き
だ
っ
た

よ
。
だ
か
ら
、
ア
イ
ヌ
人
た
ち
や
文
化
を

み
ん
な
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
母
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
自
分
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
終
わ
り
）

川越電気鉄道の歴史

　感染症は、主に飛まつ・接触などにより病原微生物が体内に入

り、増殖することによって起こります。冬季に子供がかかりやす

い感染症のうち、代表的なものは下記の3つです。乳幼児の場合、

病状が急変することがあるため特に注意が必要です。

　感染症予防・感染拡大防止のために、日ごろの手洗い・うがい・

咳エチケットを実践することを心がけましょう。

①感染性胃腸炎（ウイルス性胃腸炎）…潜伏期間1～3日
　ロタウイルスやノロウイルスなどが原因。ロタウイルスは3歳

未満が中心ですが、ノロウイルスは大人も感染します。

症�状…発熱、吐き気・嘔
おう

吐
と

、下痢（黄色より白色調であることが

多い）。ロタウイルスは5～6日、ノロウイルスは1～3日程度

続きます

②インフルエンザ…潜伏期間1～7日
　乳幼児だけでなく、10歳代にも多く発症。発症後48時間以内

に服用すれば、症状の軽減と、期間の短縮ができる薬があります。

症�状…突然の高熱、のどの痛み、鼻水、悪寒、頭痛、筋肉痛など。

3～4日程度続き、約1週間ほどで良くなります。

③ＲＳウイルス感染症…潜伏期間2～7日
　1歳未満に多く発症。感染力が強く免疫ができにくいため繰り

返し感染します。年齢が上がるにつれて症状は軽くなります。

症�状…発熱、鼻水、せき、ゼーゼー・ヒューヒューという呼吸音、

呼吸困難。7～12日程度続きます。

保健予防課L227－5102
冬に流行する子供の感染症けんこう

いんふぉ

　明治39年開業、県内初の路面電車。川越久保町駅（現在の中央公民

館付近）－大宮駅間を55分で走っていました。約13キロ、その間に

13停車場。市内には5停車場。昭和15年に営業を中止しました。

昔の黒須停車場付近昔の黒須停車場付近

現在の様子現在の様子

レンガ製の橋脚の一部が残ってい
ます
レンガ製の橋脚の一部が残ってい
ます

鉄道の軌道敷跡。弓なりの
あぜ道になっています
鉄道の軌道敷跡。弓なりの
あぜ道になっています
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
首
を
振
り
一
人
の
わ
れ
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
す　
毛
利
真
之（
中
原
町
二
丁
目
）

電
車
に
て
遠
足
帰
り
の
一
年
生
そ
ろ
っ
て
右
に
傾
き
眠
る　
　
　
　
　

小
野
豊
子（
か
す
み
野
三
丁
目
）

母
の
日
に
子
よ
り
贈
ら
れ
し
自
転
車
の
初
乗
り
と
す
る
朝
日
を
浴
び
て　
　
　
　
　

笹
気
和
枝（
菅
原
町
）

炎
暑
去
り
巡
り
の
木こ

立だ

ち
影
深
む
逝
き
し
息
子
を
思
は
ぬ
日
な
し　
　
　
　
　
　
　

奥
富
な
か（
増
形
）

変か
わ

り
ゆ
く
世
に
馴な

染じ

め
ず
に
老
い
て
ゆ
く
パ
ソ
コ
ン
携
帯
す
べ
て
が
無
縁　
　
　
　

水
村
浅
子（
的
場
）

ベ
ラ
ン
ダ
に
鳩
の
来
て
ゐい

る
初
句
会　
　
　
　
　

浅
見
芳
枝（
旭
町
三
丁
目
）

お
多
福
の
小
鉢
楽
し
や
女め

正
月　
　

 　
　
　
　

榎
本
美
代
子（
元
町
一
丁
目
）

初は
つ

詣
も
う
で

赤
く
に
ぎ
わ
う
だ
る
ま
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
芳
治（
小
中
居
）

高
き
凧た

こ

揚あ
が

ら
ぬ
凧
も
お
正
月　
　
　
　
　

中
島
さ
だ
子（
か
す
み
野
一
丁
目
）

薺な
ず
な

打
つ
オ
ー
ル
電
化
の
厨

く
り
や

か
な　
　
　
　
　

横
溝
幸
子（
霞
ケ
関
東
二
丁
目
）

町
医
者
が
後
期
高
齢
者
で
あ
ふ
れ　
　
　
　
　
　

中
沢
芳
生（
今
成
四
丁
目
）

留
守
ら
し
い
郵
便
受
け
が
溢あ

ふ

れ
て
る　
　
　
　
　
　
　
　

時
枝
利
幸（
今
福
）

肌
合
い
が
好
か
れ
す
ん
な
り
婿
養
子　
　
　
　
　
　

米
谷
紀
好
子（
連
雀
町
）

ほ
ん
と
う
に
聞
こ
え
て
欲
し
い
独
り
言　

大
森
菊
江（
西
小
仙
波
町
一
丁
目
）

温
暖
化
こ
ん
な
世
界
に
誰
が
し
た　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
正
夫（
神
明
町
）

　

川
越
市
民
憲
章
に
は
、「
文
化
の
香
り
た
か
い
ま
ち
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

芸
術
・
文
化
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

正
月
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
。
こ
こ
で
は
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
市
民
文
化
祭
の
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
で
入
選
し
た
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　城下町として栄えた川越と門前町・宿場町として栄えた大宮

を結んでいた川越電気鉄道。名前を聞いて、ピンとくる人も少

なくなったかもしれません。廃線から70年を経過し、痕跡もほ

とんど見られなくなった同鉄道の、面影をたどってみました。

川越
再
発見

～軌跡を訪ねて、出発進行！～

大正13年ころの川越久保町駅大正13年ころの川越久保町駅

昭和15年ころの
久保町車庫
昭和15年ころの
久保町車庫

現在の道路はかつての軌道敷。
幅はほぼ同じです
現在の道路はかつての軌道敷。
幅はほぼ同じです

川越久保町駅が
あったことを伝
える看板

川越久保町駅が
あったことを伝
える看板

当時、黒須停車場に接していた荒川土台の土留め用の間知石（け
んちいし）。縦×横約30センチ・奥行き約55センチの四角錐形。
大人2人でも動かすのがやっとの重さ（市立博物館所蔵）

当時、黒須停車場に接していた荒川土台の土留め用の間知石（け
んちいし）。縦×横約30センチ・奥行き約55センチの四角錐形。
大人2人でも動かすのがやっとの重さ（市立博物館所蔵）

実際に線路に敷かれていた枕木。215センチほどの
長さ。犬くぎの跡があります（市立博物館所蔵）
実際に線路に敷かれていた枕木。215センチほどの
長さ。犬くぎの跡があります（市立博物館所蔵）

今回出かけたのは

「川越電気鉄道」



　青果店などでは一年中見られるホウレンソウ。

実は、今がいちばんおいしい時期です。夏のもの

に比べ、冬のものは葉が肉厚で、緑が濃くなりま

す。川越のホウレンソウは、平成18年の調査で

県内第2位の作付

面積があり、主に芳野・福原地区などで栽培されています。

　「冬は成長に時間がかかる分、じっくりとうまみを蓄え

ます。またこれからの時期、わざと霜に当たらせます。す

るとホウレンソウは凍らないように糖度を増し、甘くなる

んですよ。味が良く分かる 『おひ

たし』で食べるのがお勧めです」

と長
なが

澤
さわ

昇
しょう

一
いち

さん（67歳・鴨田）。

　鉄分・ミネラル類・ビタミンなど、緑黄色野菜の中でも抜群の

栄養価があるホウレンソウ。川越産のホウレンソウを食べて、日

ごろの野菜不足を補いましょう。

■発行日／平成23年1月10日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市　〒350−8601埼玉県川越市元町1丁目3−1 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
■編　集／広報室L049−224−8811（代表）O049−225−2171
■印　刷／㈲新広社
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米
作
り
が
盛
ん
な
地
区
に

は
、
豊
作
を
祈
る
行
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

老
袋
地
区
で
は
毎
年
2
月
11

日
に
、
弓
取
り
式（
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
）が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
的
の
白
い
部
分
を
晴

天
、
黒
い
部
分
を
雨
と
し
、
的

に
矢
を
射
っ
て
、
刺
さ
っ
た
矢
の
多
さ
で
そ
の
年
の
天
候

を
占
う
儀
式
で
す
。
式
の
後
は
、
見
物
客
に
甘
酒
と
豆
腐

田
楽
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
豆
腐
田
楽
は
稲
穂
の
形
を
模

し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
今
年
も
た
わ
わ
に
実
る
稲
を
望
む

気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

老
袋
地
区
内
を
歩
く
と
、
周
囲
よ
り
高
く
土
が
盛
ら
れ

た
敷
地
の
家
を
何
軒
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
盛

土
は
水
塚
と
呼
ば
れ
、
江

戸
時
代
か
ら
続
く
水
害
対

策
の
名
残
り
で
す
。
弓
取

り
式
が
行
わ
れ
る
氷
川
神

社
の
前
の
土
手
に
登
っ
て

み
る
と
、
入
間
川
が
目
の

前
に
広
が
り
ま
す
。
川
と

共
生
し
て
き
た
地
区
の
歴

史
・
先
人
た
ち
の
知
恵
に

思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

県道川越上尾線

●

川越運動
公園

氷川神社氷川神社

〔 〔

入間大橋

入
間
川

工業団地入口

鴨田東

昨年の弓取り式昨年の弓取り式

うまみを出すため、収穫前にビニー
ルの覆いを外し、寒さにさらします

根の赤い部分にも、栄養が
たくさんあります

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
は
「
江ご

う 

～
姫
た

ち
の
戦
国
～
」。
江
戸
幕
府

第
三
代
将
軍
徳と

く

川が
わ

家い
え

光み
つ

の
母

が
主
人
公
で
す
。
特
別
に
許

可
を
得
て
、
喜
多
院
の
「
家

光
誕
生
の
間
」
を
撮
影
し
ま

し
た（
表
紙
写
真
）。
わ
ず
か

に
差
し
込
む
朝
日
に
浮
か
び

上
が
る
鎧

よ
ろ
い

…
…
。
厳
か
な
雰

囲
気
が
漂
い
ま
す
。
目
を
引

く
の
は
、
豪
華
な
格
子
天
井

に
描
か
れ
た
八
十
一
枚
の
花

の
絵
。
ぼ
た
ん
・
か
え
で
・

た
ん
ぽ
ぽ
な
ど
、
色
と
り
ど

り
の
花
の
繊
細
さ
と
鮮
や
か

さ
。
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
時
間
を
超
え
て

対
面
で
き
る
の
は
、
文
化
財

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た

か
ら
。
江
が
生
き
て
い
た

四
百
年
前
と
自
分
が
生
き
て

い
る
現
在
が
、
こ
の
場
所
で

重
な
り
ま
し
た
。
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